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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：HCFC1に結合すると転写を強力に活性化する。ウイルス感染細胞において、HCFC1依存的にHSVタンパク質の発現を抑制する。また、CREB3によるHCFC1依存的な転写活性化を抑制し、細胞内のCREB3量を減少させる。CREBZF発現細胞において、一部の細胞遺伝子の発現をダウンレギュレーションすることができる。,その他：西暦220年頃、陸満と同時代を生きた中国の伝説的な戦士、張飛にちなんで命名された。,類似性：bZIPファミリーに属する。 ATF サブファミリー。,類似性:1 つの bZIP ドメインを含む。,細胞内局在:CREB3 および HCFC1 と共に核の点状構造に共局在する。,サブユニット:HCFC1 と相互作用し、CREB3 の転写活性を抑制します。,組織特異性:成人では、心臓、肝臓、骨格筋に最も多く発現し、腎臓と膵臓に中程度に多く、肺ではほとんど検出されません。胎児組織では、腎臓に最も多く発現し、心臓、肺、肝臓では非常に少量です。,機能:HCFC1 に結合すると、転写を強力に活性化します。ウイルスに感染した細胞内で、HCFC1 依存的に HSV タンパク質の発現を抑制します。また、CREB3 による HCFC1 依存的な転写活性化を抑制し、細胞内の CREB3 量を減少させます。 CREBZF発現細胞において、一部の細胞遺伝子の発現をダウンレギュレーションすることができます。,その他: 西暦220年頃、陸曼と同時代を過ごした中国の伝説的な戦士、張飛にちなんで名付けられました。,類似性: bZIPファミリーに属します。ATFサブファミリーです。,類似性: 1つのbZIPドメインを含みます。,細胞内局在: CREB3およびHCFC1と共に核の点状構造に共局在します。,サブユニット: HCFC1と相互作用し、CREB3の転写活性を抑制します。,組織特異性:成人では、心臓、肝臓、骨格筋に最も多く発現し、腎臓と膵臓に中程度に多く、肺ではほとんど検出されません。胎児組織では、腎臓に最も多く発現し、心臓、肺、肝臓には非常に少量しか発現しません。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；その他の因子
	画像データ
	

	CREBZF抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

